
本
部
闘
争
指
示
第
31
号
を
受

け
、
仙
台
地
本
は
11
月
18
日
、

貨
物
東
北
支
社
に
対
し
、
東
北

協
議
会
と
し
て
「
再
回
答
」
を

求
め
る
申
し
入
れ
を
行
っ
た
。

申
し
入
れ
は
、
東
北
貨
物
協

議
会
大
越
議
長
、
同
高
橋
副
議

長
、
仙
台
地
本
原
子
書
記
長
の

三
人
で
行
な
い
、
席
上
大
越
議

長
は
、
貨
物
組
合
員
の
切
実
な

生
活
実
態
や
低
賃
金
ゆ
え
に
希

望
が
持
て
ず
職
場
を
去
る
若
者

が
続
い
て
い
る
職
場
環
境
を
述

べ
、
そ
の
改
善
の
た
め
に
低
額

回
答
を
撤
回
し
再
検
討
、
再
回

答
を
要
請
し
た
。

貨
物
東
北
支
社
の
対
応
者
は

「
要
請
の
内
容
は
本
社
に
伝
え

る
」
と
回
答
す
る
に
と
ど
ま
っ

た
。ま

た
地
本
は
仙
地
指
示
第
12

号
に
よ
り
抗
議
行
動
の
展
開
を

指
示
。
福
島
県
は
郡
山
分
連
協

で
、
宮
城
県
は
宮
城
野
貨
物
駅

門
前
で
、
郡
山
工
場
支
部
に
つ

い
て
は
郡
山
総
合
車
両
セ
ン
タ
ー

門
前
の
ス
ペ
ー
ス
に
お
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
抗
議
集
会
が
開
催
さ

れ
た
。

家
一
軒
分
の
格
差

11
月
19
日
、
郡
山
工
場
支
部

は
抗
議
集
会
を
昼
休
み
に
開
催

し
、
28
人
の
組
合
員
が
結
集
し

た
。
同
支
部
橋
本
委
員
長
は
、

「
こ
の
間
の
旅
客
と
の
格
差
は

積
み
上
げ
る
と
家
一
軒
が
建
つ

金
額
に
な
っ
た
。
本
当
に
怒
り

を
覚
え
る
」
と
述
べ
、
格
差
回

答
へ
の
怒
り
と
同
時
に
、
同
じ

敷
地
に
働
く
旅
客
と
貨
物
の
組

合
員
の
心
情
を
慮
っ
た
。

続
い
て
、
地
方
本
部
か
ら
武

田
執
行
委
員
が
「
期
末
手
当
と

春
闘
の
闘
い
方
に
つ
い
て
、
貨

物
の
仲
間
か
ら
は
、
様
々
な
場

面
で
現
場
で
の
闘
い
は
や
り
尽

く
し
た
と
の
声
を
聞
く
。
戦
術

行
使
の
あ
り
方
を
見
直
す
時
期

と
受
け
止
め
て
い
る
。
真
摯
な

議
論
が
必
要
で
あ
り
、
地
本
も

貨
物
の
仲
間
と
連
帯
し
最
後
ま

で
闘
う
」
と
激
励
し
た
。

阿
部
執
行
委
員
が
手
当
の
要

求
か
ら
回
答
に
至
る
経
過
報
告

を
行
っ
た
後
、
各
分
会
代
表
ら

が
連
帯
の
決
意
表
明
を
し
た
。

客
貨
一
体
で
闘
う

更
に
貨
物
を
代
表
し
、
貨
物

分
会
天
野
書
記
長
は
、
「
満
額

回
答
要
請
Ｆ
Ａ
Ｘ
を
6
・
9
・

10
・
12
日
に
本
社
と
支
社
に
送

付
し
、
13
日
の
回
答
後
は
、
再

回
答
を
求
め
る
Ｆ
Ａ
Ｘ
を
13
・

16
・
17
・
18
日
に
送
付
し
て
き

た
」
と
こ
の
間
の
取
組
み
を
報

告
し
、
「
夏
は
1
・
36
ヶ
月
、

今
回
が
1
・
48
ヶ
月
で
合
計
2・

84
ヶ
月
だ
。
年
間
で
旅
客
の
一

回
分
に
も
届
か
な
い
。
頑
張
り

た
い
が
頑
張
れ
な
い
…
。
後
は

何
を
や
れ
ば
い
い
の
か
呆
然
と

し
て
い
る
。
そ
れ
で
も
何
と
か

頑
張
れ
る
の
は
旅
客
の
仲
間
の

支
え
が
あ
る
か
ら
。
貨
物
分
会

は
旅
客
の
仲
間
と
共
に
最
後
ま

で
闘
う
」
と
決
意
を
述
べ
た
。

そ
の
後
集
会
宣
言
を
採
択
し
、

最
後
に
支
部
橋
本
委
員
長
の
団

結
頑
張
ろ
う
で
拳
を
突
き
上
げ
、

客
貨
一
体
で
闘
う
こ
と
を
全
体

で
確
認
し
た
。

【
昌
】
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11
・
10

本
社
経
協

11
・
13

東
北
交
運
第
26
回
定
期
総
会

11
・
18

貨
物
団
交
・
バ
ス
団
交
・
冬
期
団
交

貨
物
再
回
答
を
求
め
る
申
入
れ

11
・
19

貨
物
年
末
手
当
抗
議
集
会
（
宮
城
・
福
島
・
郡
工
）

11
・
19

冬
期
・
業
務
委
託
団
交

11
・
20

仙
台
駅
出
札
業
務
委
託
提
案

11
・
23
‐
24

国
労
東
北
協
議
会
第
30
回
定
期
総
会
・
活
動
家

交
流
集
会
（
東
北
労
働
講
座
）

11
・
28
‐
29

第
3
回
国
労
フ
ク
シ
マ
交
流
・
視
察
学
習
会

11
月
24
日
、
15
時
20
分
頃
、
東
北
本
線
白
河

構
内
保
守
基
地
線
に
お
い
て
、
保
線
用
大
型
重

機
を
点
検
整
備
作
業
中
の
組
合
員
、
渡
辺
純
一

さ
ん
（
56
歳
）
が
機
械
に
体
を
挟
ま
れ
受
傷
し
、

白
河
総
合
厚
生
病
院
に
搬
送
さ
れ
た
が
、
17
時

1
分
に
死
亡
が
確
認
さ
れ
た
。

 
渡
辺
さ
ん
は
、
平
成
13
年
の
施
策
当
時
（
設

備
部
門
に
お
け
る
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
体
制
の
再
構

築
）
か
ら
仙
建
工
業
に
出
向
し
て
お
り
、
本
宮

に
あ
る
郡
山
出
張
所
に
勤
務
し
て
い
た
。

軌
道
工
事
管
理
者
で
あ
る
、
渡
辺
さ
ん
と
他

2
人
は
、
事
故
当
時
、
Ｂ
Ｒ
（
バ
ラ
ス
ト
レ
ギ
ュ

レ
ー
タ
ー
）
と
い
う
大
型
重
機
の
点
検
整
備
と

Ｂ
Ｒ
漏
油
事
故
対
策
と
し
て
の
ゴ
ム
カ
バ
ー
取

付
け
作
業
を
行
っ
て
い
た
。

渡
辺
さ
ん
は
Ｂ
Ｒ
下
部
に
あ
る
フ
ロ
ン
ト
プ

ラ
ウ
と
い
う
箇
所
に
ゴ
ム
カ
バ
ー
を
取
付
け
た

後
、
Ｂ
Ｒ
の
外
の
バ
ル
ブ
を
使
い
フ
ロ
ン
ト
プ

ラ
ウ
を
上
下
さ
せ
状
態
確
認
を
行
っ
て
い
た
が
、

ゴ
ム
に
亀
裂
が
入
っ
た
た
め
、
フ
ロ
ン
ト
プ
ラ

ウ
と
Ｂ
Ｒ
本
体
フ
レ
ー
ム
の
間
に
体
を
入
れ
確

認
を
し
て
い
た
所
、
フ
ロ
ン
ト
プ
ラ
ウ
が
上
昇

し
体
が
挟
ま
れ
た
と
い
う
。

25
日
に
は
、
警
察
、
労
基
署
、
メ
ー
カ
ー
、

仙
建
、
JR
が
現
場
検
証
と
再
現
試
験
、
機
器
の

操
作
履
歴
の
解
析
を
実
施
し
、
フ
ロ
ン
ト
プ
ラ

ウ
が
上
昇
し
た
原
因
に
つ
い
て
は
、
現
在
調
査

確
認
中
。
な
お
職
場
で
は
他
の
作
業
員
が
扱
っ

た
形
跡
は
な
い
と
説
明
が
さ
れ
た
。
【
昌
】

11
月
12
日
、
JR
貨
物
会
社
は
、
15
年
度
年
末
手
当
の
支
払
い

で
、
基
準
内
賃
金
の
1
・
48
ヶ
月
分
（
12
月
7
日
支
払
い
）
と

い
う
、
超
低
額
回
答
を
示
し
た
。
社
員
家
族
の
切
実
な
声
、
願

い
に
背
を
向
け
踏
み
に
じ
る
回
答
に
対
し
、
組
合
は
席
上
強
く

抗
議
し
、
各
級
機
関
に
対
し
抗
議
行
動
を
指
示
。
地
本
内
に
お

い
て
も
各
地
で
抗
議
行
動
等
を
展
開
し
た
。

昼休み抗議集会であいさつする郡工支部橋本委員長

  
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
渡
辺
さ
ん
の

ご
家
族
、
関
係
者
の
み
な
さ
ま
に
は
心
か
ら

哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
渡
辺
さ

ん
の
ご
冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。
 

貨物分会天野書記長



国
労
東
北
協
議
会
は
、
11
月

23
日
〜
24
日
、
盛
岡
市
つ
な
ぎ

温
泉
愛
真
館
に
お
い
て
、
第
12

回
国
労
東
北
労
働
講
座
を
開
催

し
た
。

会
に
は
組
合
員
と
国
労
議
員

団
を
含
む
関
係
者
ら
約
60
人
が

参
加
し
、
交
流
と
意
見
交
換
を

行
っ
た
。

一
日
目
の
冒
頭
、
労
働
講
座

で
は
、
月
刊
労
働
組
合
編
集
長

の
松
上
隆
明
氏
か
ら
「
政
治
情

勢
と
労
働
組
合
の
課
題
」
と
題

し
た
講
演
を
受
け
た
。

続
い
て
佐
藤
議
長
の
あ
い
さ

つ
を
受
け
た
後
、
組
織
拡
大
を

中
心
と
し
た
職
場
活
動
報
告
が

行
わ
れ
た
。
仙
台
地
本
か
ら
は
、

福
島
県
支
部
木
藤
執
行
副
委
員

長
が
、
今
年
4
月
に
国
労
加
入

し
た
佐
藤
さ
ん
の
加
入
に
至
る

経
過
と
自
身
の
職
場
（
出
向
＝

Ｔ
Ｓ
Ｓ
）
の
状
況
報
告
を
行
い
、

続
い
て
宮
城
県
支
部
山
田
書
記

長
が
、
9
月
に
国
労
加
入
し
た

古
川
駅
の
門
間
さ
ん
の
加
入
に

至
る
経
過
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

ま
た
講
座
終
了
後
に
は
、
第

30
回
国
労
東
北
協
議
会
定
期
総

会
が
行
わ
れ
、
向
こ
う
一
年
間

の
活
動
方
針
を
決
定
し
た
（
新

役
員
は
別
掲
）
。

二
日
目
は
、
国
労
本
部
坂
口

委
員
長
が
問
題
提
起
を
行
い
、

ま
た
東
日
本
本
部
の
取
り
組
み

と
課
題
を
佐
藤
書
記
長
が
、
組

織
に
関
す
る
状
況
と
課
題
を
武

田
組
織
部
長
が
報
告
を
し
た
。

そ
の
後
全
体
討
論
を
行
い
、

最
後
に
佐
々
木
新
議
長
の
団
結

頑
張
ろ
う
で
散
会
し
た
。

全
体
討
論
の
発
言
な
ど

▼
安
保
法
案
の
取
り
組
み
。
8

月
30
日
参
加
。
し
か
し
組
織
労

働
者
参
加
者
が
少
な
い
。
国
労

も
同
じ
。
指
示
の
運
動
に
慣
れ

す
ぎ
。
自
分
の
意
志
で
考
え
、

行
動
を
す
べ
き
。

▼
年
末
手
当
獲
得
の
闘
い
。
東

日
本
は
17
日
回
答
で
18
日
妥
結

で
抗
議
も
出
来
ず
。
現
場
に
返

し
て
分
会
な
ど
組
織
で
抗
議
の

取
組
み
が
必
要
で
は
。

▼
関
連
会
社
の
労
働
条
件
。
勝

浦
で
の
交
通
事
故
。
一
週
間
連

続
の
日
勤
夜
勤
で
劣
悪
だ
。
東

日
本
本
部
は
安
全
経
協
で
追
求

す
る
よ
う
だ
が
、
こ
の
よ
う
な

事
故
が
発
生
し
た
場
合
、
速
や

か
に
処
置
や
対
策
を
講
じ
る
よ

う
会
社
に
申
し
入
れ
を
。

▼
駅
を
中
心
に
業
務
委
託
に
よ

る
出
向
発
令
が
続
い
て
い
る
。

現
状
で
は
組
休
が
承
認
さ
れ
な

い
た
め
交
渉
等
に
支
障
が
生
じ

て
い
る
。
関
連
会
社
に
組
休
を

認
め
さ
せ
る
労
使
間
協
約
を
早

急
に
締
結
す
る
よ
う
求
め
る
。

（
仙
台
）

▼
貨
物
年
末
手
当
の
闘
い
に
つ

い
て
。
1
・
48
ヶ
月
。
最
高
の

経
常
利
益
を
上
げ
て
も
1
・
5ヶ

月
を
超
え
ら
れ
な
い
。
何
処
か

ら
か
圧
力
が
か
か
っ
て
い
る
と

の
噂
も
あ
る
。
今
回
の
回
答
に

対
し
、
全
貨
協
が
貨
物
石
田
会

長
に
抗
議
ハ
ガ
キ
の
提
出
を
指

示
。
た
だ
組
合
員
だ
け
と
い
う

こ
と
で
ス
ケ
ー
ル
が
小
さ
い
と

い
う
職
場
の
声
も
。
以
前
は
国

交
省
や
鉄
道
運
輸
機
構
に
も
抗

議
ハ
ガ
キ
を
出
し
た
経
緯
も
あ

る
。
是
非
、
今
春
闘
で
は
、
貨

物
職
場
で
は
他
労
組
に
も
要
請

し
、
旅
客
組
合
員
に
は
国
交
省

や
運
輸
機
構
に
対
す
る
取
組
み

を
要
請
す
る
。
（
秋
田
）

▼
来
年
は
国
労
結
成
70
年
。
若

手
か
ら
国
労
の
記
念
グ
ッ
ズ
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
本
部
で
青

写
真
が
あ
れ
ば
教
え
て
も
ら
い

た
い
。

▼
春
闘
（
ス
ト
ラ
イ
キ
体
制
の

確
立
）
の
た
め
に
は
、
こ
の
時

期
に
決
定
し
て
い
か
な
い
と
間

に
合
わ
な
い
。
か
つ
て
は
12
月

に
は
集
ま
り
、
1
月
に
は
準
備

が
出
来
て
い
た
。
早
め
に
動
き
、

構
え
を
見
せ
る
こ
と
が
必
要
で

な
い
か
。
（
仙
台
）

▼
東
日
本
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ

い
て
の
確
認
。
地
方
執
行
委
員

会
で
の
議
論
で
は
、
「
日
報
や

情
報
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
張
り
付

け
読
み
取
り
し
て
も
ら
う
。
ま

た
紙
ベ
ー
ス
で
返
信
用
封
筒
で

地
本
に
届
く
よ
う
に
し
て
は
」

等
の
意
見
が
。
紙
ベ
ー
ス
に
つ

い
て
東
日
本
本
部
で
も
返
信
用

封
筒
を
準
備
す
る
の
で
あ
れ
ば

そ
れ
を
活
用
さ
せ
て
も
ら
う
。

▼
冬
期
除
雪
。
秋
田
支
社
は
、

こ
れ
ま
で
直
轄
で
行
っ
て
い
た

横
手
駅
・
湯
沢
駅
の
除
雪
を
Ｔ

Ｓ
Ｓ
に
委
託
す
る
提
案
を
し
た
。

初
め
て
聞
く
言
葉
だ
が
「
運
行

業
務
」
を
委
託
す
る
と
の
こ
と
。

組
合
は
、
「
構
内
除
雪
は
、

線
路
の
保
全
業
務
に
該
当
し
、

10
条
教
育
の
対
象
」
と
主
張
し
、

運
転
業
務
で
あ
れ
ば
委
託
困
難

と
主
張
。
支
社
は
「
運
転
業
務

に
該
当
し
な
い
。
本
社
に
確
認

済
」
と
し
対
立
、
継
続
議
論
と

な
っ
た
。
作
業
に
つ
い
て
資
料

が
あ
れ
ば
受
け
た
い
。
（
秋
田
）

▼
安
倍
の
退
陣
実
行
に
は
来
年

の
参
議
院
選
挙
で
の
勝
利
に
尽

き
る
。
一
人
区
で
の
野
党
共
闘

が
必
要
、
国
労
の
役
割
は
重
大
。

▼
本
部
電
送
№
１
０
４
、
国
交

省
へ
の
要
請
概
要
。
東
日
本
本

部
の
発
言
が
無
い
よ
う
だ
が
ど

う
な
の
か
。
（
仙
台
）

▼
年
末
手
当
の
獲
得
の
闘
い
。

貨
物
宮
城
分
会
の
集
会
に
参
加
。

全
体
で
議
論
し
闘
い
を
確
認
。

貨
物
の
仲
間
は
自
分
た
ち
で

取
り
組
め
る
こ
と
は
全
て
や
り

き
っ
た
と
言
っ
て
良
い
。
社
長

へ
の
抗
議
ハ
ガ
キ
、
ジ
ャ
ン
ボ

ハ
ガ
キ
、
支
社
・
本
社
へ
は
46

数
回
の
抗
議
と
要
請
フ
ァ
ッ
ク

ス
送
信
。

我
々
旅
客
も
回
答
、
翌
日
妥

結
で
は
な
く
し
っ
か
り
と
抗
議

行
動
が
出
来
る
時
間
の
確
保
を

要
請
す
る
。

▼
駅
業
務
委
託
拡
大
。
こ
れ
ま

で
年
2
回
の
提
案
が
、
仙
台
で

は
4
回
目
の
提
案
。

来
年
4
月
に
は
仙
台
駅
み
ど

り
の
窓
口
の
委
託
提
案
。
働
く

も
の
だ
け
で
な
く
、
利
用
者
に

対
し
て
も
多
大
な
影
響
が
あ
り
、

取
組
の
具
体
的
提
起
と
指
示
を

要
請
す
る
。
（
仙
台
）

▼
若
松
地
区
は
、
エ
ル
ダ
ー
職

場
の
確
保
が
困
難
。
更
に
数
年

後
、
団
塊
の
世
代
の
次
の
コ
ブ

と
云
わ
れ
る
時
期
が
来
る
。
ま

た
出
向
先
で
は
現
在
の
職
種
・

業
務
は
「
も
う
勘
弁
」
と
い
う

方
が
多
い
。
選
択
肢
の
拡
大
も

併
せ
て
要
望
す
る
。

▼
政
治
課
題
。
地
域
と
の
関
わ

り
方
を
大
事
に
し
、
具
体
的
関

わ
り
を
地
本
と
し
て
集
約
す
る

こ
と
。

▼
組
織
強
化
。
若
年
退
職
が
多

い
。
地
域
で
は
「
ど
う
し
て
良

い
会
社
辞
め
る
の
か
」
と
い
う

評
価
。
そ
の
検
証
を
（
仙
台
）

意
見
・
発
言
へ
の
答
弁

◆
結
成
70
年
。
他
エ
リ
ア
本
部

か
ら
も
要
望
は
あ
る
。
何
か
形

を
残
す
よ
う
に
議
論
し
て
い
る
。

女
性
部
の
旗
や
腕
章
等
も
地

方
で
の
作
成
で
は
財
政
的
課
題

も
あ
り
一
括
作
成
の
検
討
も
し

て
い
る
。

◆
貨
物
手
当
の
取
り
組
み
。
具

体
的
指
示
の
要
望
。
現
状
は
、

地
方
で
創
意
工
夫
し
て
の
取
組

み
と
思
う
。
具
体
的
取
り
組
み

の
指
示
・
指
令
の
議
論
を
し
て

い
く
。

▼
16
来
春
闘
の
取
組
み
が
遅
い

と
の
指
摘
。
賃
金
ア
ン
ケ
ー
ト

の
集
約
遅
れ
が
あ
り
、
12
月
に

は
要
求
を
確
立
す
る
運
び
だ
が
、

交
運
労
協
と
し
て
最
低
要
求
額

を
出
す
と
い
う
こ
と
も
協
議
し

て
い
る
。
1
月
に
は
確
定
し
た

い
。
（
本
部
）

◆
関
連
会
社
死
亡
事
故
関
係
。

東
の
対
応
は
安
全
経
協
と
工

務
協
の
交
渉
で
対
応
す
る
。
当

該
の
水
戸
地
本
が
交
渉
を
考
え

て
お
り
、
連
携
し
取
り
組
む
。

◆
年
末
手
当
。
会
社
の
回
答
は

「
最
終
回
答
」
と
交
渉
の
場
で

確
認
し
て
い
る
。

抗
議
に
つ
い
て
は
持
ち
回
り

執
行
委
員
会
で
は
確
認
せ
ず
。

判
断
は
東
日
本
本
部
執
行
部
。

手
当
に
関
す
る
取
組
は
、
前

段
に
委
員
長
・
書
記
長
会
議
や

業
務
部
長
・
職
能
別
協
議
会
代

表
者
会
議
で
、
短
期
の
取
組
み

故
、
業
務
連
絡
報
や
ダ
イ
ジ
ェ

ス
ト
版
を
活
用
し
組
合
員
に
国

労
要
求
の
中
身
を
説
明
・
周
知

せ
よ
と
確
認
し
て
い
る
。
そ
の

中
で
3
支
部
6
分
会
か
ら
激
励

寄
せ
書
き
を
受
け
て
い
る
。

◆
Ｔ
Ｓ
Ｓ
労
使
間
に
関
す
る
協

約
。
会
社
に
対
す
る
影
響
力
は
、

ど
う
労
働
組
合
を
組
織
化
す
る

の
か
に
尽
き
る
。
プ
ロ
パ
ー
社

員
の
組
織
化
に
努
力
を
。

◆
ア
ン
ケ
ー
ト
。
端
末
を
基
本

に
し
て
お
り
、
紙
ベ
ー
ス
の
集

約
は
考
慮
せ
ず
。

◆
構
内
除
雪
。
資
料
に
つ
い
て

は
持
ち
帰
り
た
い
。

◆
本
部
国
交
省
要
請
。
本
部
の

内
容
通
り
。

◆
委
託
化
に
つ
い
て
の
闘
い
の

具
体
化
。
執
行
委
員
会
及
び
前

段
の
企
画
会
議
で
議
論
す
る
。

（
東
日
本
本
部
）

【
昌
】
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退
職
の
お
知
ら
せ

10
月
31
日
付

齋
藤

正
さ
ん

小
牛
田
保
線
区

（
仙
建
工
業
）

橋
本

洋
美
さ
ん

郡
総
装
置
科

（
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
）

小
田

忠
雄
さ
ん

東
北
工
事
事
務
所

（
JR
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
）

荒
井

昭
夫
さ
ん

仙
・
宮
運
輸
区

（
Ｊ
テ
ッ
ク
幹
線
）

高
橋

和
憲
さ
ん

小
牛
田
保
線
区

（
仙
建
工
業
）

齋

琢
雄
さ
ん

仙
台
信
通
区

加
茂

正
弘
さ
ん

仙
台
建
築
区

長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た

国
労
東
北
協
議
会
新
役
員

議

長

佐
々
木

力
（
盛
岡
）

副
議
長

佐
藤

浩
一
（
秋
田
）

副
議
長
（
兼
）
事
務
局
長

大
沼

元
（
仙
台
）

幹

事

後
藤

重
文
（
秋
田
）

幹

事

沢
田

光
広
（
盛
岡
）

幹

事

原
子

清
貴
（
仙
台
）

幹

事
（
貨
物
）

大
越

喜
一
（
仙
台
）

労働講座の会場の様子


